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研究成果の総合評点：B 

研究成果に係る所見 

1997 年以降の日本企業の統治構造の変化を、資本構造の市場化、雇用制度における内部組織重視

のハイブリッド型と位置づけ、これが日本企業パーフォーマンスの低迷にどう影響したか、比較企

業統治論的な視点からデータ構築と実証分析が試みられた。①企業統治構造の決定、②統治構造と

組織・戦略決定、③企業パフォーマンスの分布と統治構造について、国内・国際会議が行われ、論

文発表・論文刊行が行われたことを評価する。 

なお、日本企業の低パーフォーマンスの主要因となっている特性は何であるかを見いだせていない

との指摘があった。 

※ 「研究成果の総合評点」に対する標語は下記の通り。

S．研究目的に照らして、期待以上の成果があった 

Ａ．研究目的に照らして、期待どおりの成果があった 

Ｂ．研究目的に照らして、十分ではなかったが一応の成果があった 

Ｃ．研究目的に照らして、十分な成果があったとは言い難い。 




